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【研究の概要】 

１．検査・分析用新規微生物酵素の開発 

当研究室では、さまざまな環境で生活する微生物の能力を理解し、検査・診断薬、バイオ

センサなどの開発に役立てるための研究を行っています。 酵素の反応機構を動的シミュレ

ーションした結果に基づき、医療検査や食品・環境検査用の酵素を合理的に開発、癌や生

活習慣病などの高精度で迅速な酵素法分析系の構築に応用することを最終目的としていま

す。 

当研究室の取組みにより、静止画像的な結晶構造解析結果に基づいた、従来の酵素デ

ザインの限界を打破できると考えています。 また、計算科学分野の研究に加え、臨床検査

薬やバイオセンサ用の分析用酵素、およびバイオセンサ、画像解析装置や蛍光分析装置などの測定用機器の開発実績があ

り、極めてユニークな技術融合の素地があります。 さらには過去に発明者とし

て、200 件以上の出願、100 件以上の特許登録の実績があり、常に特許出願を

視野に入れた応用研究を行っています。 

２．次世代酵素センサの開発と応用 

医療や研究の分野では、さまざまなバイオ計測システムが活躍しています。 

例えば、血糖自己測定用センサ、遺伝子検査システムなどがあります。 しかし

現在、これらのシステムの主なものは全て海外メーカー製です。 日本に高い基

礎技術がありながら最終製品が国内メーカー製とならないのは、具体的な応用

技術の不足も一因と思われます。 

本研究では、半導体を利用した新規酵素センサの開発および応用技術を検討しています。 本センサは従来タイプと異なり、酸

化還元酵素以外にもさまざまな酵素を利用でき、メディエーターが不要で、基本組成は酵素とバッファーのみ、集積回路の工程

により小型化及び規格化、大量生産が容易という様々な利点があります。 

【研究の特長・従来技術との比較】 

１．実用化に主眼を置いた酵素開発技術を構築しています。 

例えば、血糖測定用酵素、クレアチニン測定用酵素、コレステロ

ール測定用酵素、中性脂肪測定用酵素、尿素態窒素測定用酵

素などが、既に実用化されています。 

２．従来技術よりも非常にシンプルで且つリアルタイムに測定で

きるバイオセンサを開発しています。 

組成は酵素とバッファーのみで、従来技術に必要な蛍光物質、

発光物質、メディエーターなどは不要です。 測定状況は、リア

ルタイムに観察することができます。 

【研究の状況】 

    

着想着想着想着想    

    

    

基礎基礎基礎基礎    

    

    

応用応用応用応用    

    

    

実用化実用化実用化実用化    

    

 

【課題、今後の方向性】 

１．応用分野の市場要求に応じた、酵素開発効率・精度の向上 

 

２．次世代バイオセンサを利用した各種測定系の開発 

 

【用途・効果】 

糖尿病・脂質異常症・腎疾患・心疾患・痛風などの診断薬 

臨床検査・食品検査などに利用されるバイオセンサ 

癌や生活習慣病などのマーカーの測定 
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微生物酵素と基質のドッキングシミュレーション
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